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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】効率的にＰＤＣＣＨを受信する方法を提供する
。
【解決手段】端末装置は、端末装置がＣ－ＲＮＴＩをと
もなうＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにおける第１
のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候
補をモニタするよう設定されており、第１のＰＤＣＣＨ
候補を構成するリソースエレメントのセットが第２のＰ
ＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと
同じであり、上位層のパラメータが設定されておらず、
第１のＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマットの
サイズが、第２のＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォ
ーマットのサイズと同じである場合に、第２のＰＤＣＣ
Ｈ候補においてＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣ
Ｈを受信したときに、第１のＰＤＣＣＨ候補においてＤ
ＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨが送信または受
信されたとみなす。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのプロセッサと前記少なくとも１つのプロセッサと連結されるメモリを
備え、
　前記プロセッサは、
　　ＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを受信し、
　　前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource assignment’フィールドに
セットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づい
て与えられ、
　前記プロセッサは、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマット
に応じてＣＳＳにおける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補を
モニタするよう設定されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエ
レメントのセットが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセット
と同じであり、（３）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず
、（４）前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記
第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみ
なす、または、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみ
なす、または、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを受信したときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす、または、
　　前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを受信したときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす
　端末装置。
【請求項２】
　前記第１のＰＤＣＣＨ候補が対応するＣＯＲＥＳＥＴは、前記第２のＰＤＣＣＨ候補が
対応するＣＯＲＥＳＥＴと同じである
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットは
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットと
同じである
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット０＿０、および／または、ＤＣＩフォ
ーマット１＿０である
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記ＰＤＣＣＨのスクランブリングのための用いられるスクランブリング系列ｃＰＤＣ

ＣＨ（ｉ）は、ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔを用いて初期化され、
　前記ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔはｎＲＮＴＩに少なくとも基づいて与えられ、
　前記上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、前記ＵＳＳ
におけるＰＤＣＣＨに対して、前記ｎＲＮＴＩはＣ－ＲＮＴＩであり、それ以外の場合、
前記ｎＲＮＴＩは０であり、
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　前記Ｃ－ＲＮＴＩは０とは異なる値である
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項６】
　少なくとも１つのプロセッサと前記少なくとも１つのプロセッサと連結されるメモリを
備え、
　前記プロセッサは、
　　ＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを送信し、
　　前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource assignment’フィールドに
セットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを送信し、
　前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づい
て与えられ、
　前記プロセッサは、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマット
に応じてＣＳＳにおける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補を
モニタするよう設定されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエ
レメントのセットが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセット
と同じであり、（３）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず
、（４）前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記
第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、また
は、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、また
は、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを送信するときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす、または、
　　前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを送信するときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす
　基地局装置。
【請求項７】
　前記第１のＰＤＣＣＨ候補が対応するＣＯＲＥＳＥＴは、前記第２のＰＤＣＣＨ候補が
対応するＣＯＲＥＳＥＴと同じである
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットは
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットと
同じである
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット０＿０、および／または、ＤＣＩフォ
ーマット１＿０である
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記ＰＤＣＣＨのスクランブリングのための用いられるスクランブリング系列ｃＰＤＣ

ＣＨ（ｉ）は、ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔを用いて初期化され、
　前記ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔはｎＲＮＴＩに少なくとも基づいて与えられ、
　前記上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、前記ＵＳＳ
におけるＰＤＣＣＨに対して、前記ｎＲＮＴＩはＣ－ＲＮＴＩであり、それ以外の場合、
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前記ｎＲＮＴＩは０であり、
　前記Ｃ－ＲＮＴＩは０とは異なる値である
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　ＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを受信し、
　前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource assignment’フィールドにセ
ットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づい
て与えられ、
　（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにお
ける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定
されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであり、（３
）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず、（４）前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候
補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみ
なす、または、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみ
なす、または、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを受信したときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす、または、
　　前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを受信したときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす
　通信方法。
【請求項１２】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　ＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを送信し、
　前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource assignment’フィールドにセ
ットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを送信し、
　前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づい
て与えられ、
　（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにお
ける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定
されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであり、（３
）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず、（４）前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候
補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、また
は、
　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣ
Ｈ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、また
は、
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　　前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを送信するときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす、または、
　　前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣ
Ｈを送信するときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをとも
なう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす
　通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、および、通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE：登録商標）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Acces
s : EUTRA」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation 
Partnership Project: 3GPP）において検討されている（非特許文献１、２、３、４、５
）。また、３ＧＰＰにおいて、新たな無線アクセス方式（以下、「New Radio（NR）」と
称する。）が検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（evolved NodeB
）とも称する。ＮＲでは、基地局装置をｇＮｏｄｅＢとも称する。ＬＴＥ、および、ＮＲ
では、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥ、および、ＮＲは、基地局
装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基
地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＮＲの下りリンクにおいてＰＤＣＣＨ、ＰＵＳＣＨおよび、ＰＤＳＣＨが用いられる（
非特許文献１、２、３、４）。ＰＤＣＣＨはＤＣＩ（Downlink Control Information）を
伝送する。ＤＣＩフォーマット０＿０は、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために用いら
れる。ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＰＤＳＣＨのスケジューリングのために用いられる
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】"3GPP TS 38.211 V15.2.0 (2018-06), NR; Physical channels and mod
ulation", 29th June, 2017.
【非特許文献２】"3GPP TS 38.212 V15.2.0 (2018-06), NR; Multiplexing and channel 
coding", 29th June, 2017.
【非特許文献３】"3GPP TS 38.213 V15.2.0 (2018-06), NR; Physical layer procedures
 for control", 29th June, 2017.
【非特許文献４】"3GPP TS 38.214 V15.2.0 (2018-06), NR; Physical layer procedures
 for data", 29th June, 2017.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、端末装置、該端末装置に用いられる通信方法、基地局装置、および、該基地
局装置に用いられる通信方法を提供する。本発明の端末装置、該端末装置に用いられる通
信方法、基地局装置、および、該基地局装置に用いられる通信方法は、情報のサイズを決
定する方法、および／または、効率的に情報を解釈するための方法を備える。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明の態様は、以下のような手段を講じた。すなわち、本発明の第１の態様は
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、端末装置であって、少なくとも１つのプロセッサと前記少なくとも１つのプロセッサと
連結されるメモリを備え、前記プロセッサは、ＤＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨ
を受信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource assignment’フィー
ルドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを受信し、前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣ
Ｈを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づいて与えられ、前記プロセッサは
、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにお
ける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定
されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであり、（３
）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず、（４）前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候
補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記
ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみなす、または、前記第１
のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣＨ候補のみに
おいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみなす、または
、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨ
を受信したときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともな
う前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす、または、前記第２のＰＤＣＣＨ候補
において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを受信したときに、前記第１
のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信また
は受信されたとみなす。
【０００７】
　（２）本発明の第２の態様は、基地局装置であって、少なくとも１つのプロセッサと前
記少なくとも１つのプロセッサと連結されるメモリを備え、前記プロセッサは、ＤＣＩフ
ォーマットをともなうＰＤＣＣＨを送信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency doma
in resource assignment’フィールドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを送信
し、前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づ
いて与えられ、前記プロセッサは、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩ
フォーマットに応じてＣＳＳにおける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤ
ＣＣＨ候補をモニタするよう設定されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成す
るリソースエレメントのセットが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメ
ントのセットと同じであり、（３）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定
されておらず、（４）前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサ
イズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じで
ある場合に、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信す
る、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２の
ＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信す
る、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記
ＰＤＣＣＨを送信するときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマッ
トをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす、または、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に
おいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するときに、前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信すると
みなす。
【０００８】
　（３）本発明の第３の態様は、端末装置の通信方法であって、ＤＣＩフォーマットをと
もなうＰＤＣＣＨを受信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource as
signment’フィールドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを受信し、前記ＲＩＶ
は、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づいて与えられ、
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（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにおけ
る第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定さ
れており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが、
前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであり、（３）
上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず、（４）前記第１のＰ
ＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補
に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、前記第１のＰＤＣＣＨ
候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記Ｄ
ＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみなす、または、前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣＨ候補のみにお
いて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信されるとみなす、または、
前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを
受信したときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう
前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす、または、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に
おいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを受信したときに、前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信または
受信されたとみなす。
【０００９】
　（４）本発明の第４の態様は、基地局装置の通信方法であって、ＤＣＩフォーマットを
ともなうＰＤＣＣＨを送信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency domain resource 
assignment’フィールドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを送信し、前記ＲＩ
Ｖは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも基づいて与えられ
、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにお
ける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定
されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが
、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであり、（３
）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されておらず、（４）前記第１の
ＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候
補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同じである場合に、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第１のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記
ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、または、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第２のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記
ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信する、または、前記第１のＰＤＣＣ
Ｈ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するときに、前
記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送
信するとみなす、または、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットを
ともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣ
Ｉフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、端末装置と基地局装置は効率的に通信を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態における下りリンクスロットの概略構成を示す図である。
【図４】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図６】本実施形態におけるＣＯＲＥＳＥＴの一例を示す図である。
【図７】本実施形態におけるサーチスペースの一例を示す図である。
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【図８】本実施形態における‘Frequency domain resource assignment’フィールドとＮ
ＤＬ，ＢＷＰとＮＵＬ，ＢＷＰの対応を示す図である。
【図９】本実施形態におけるＤＣＩフォーマット０＿０とＤＣＩフォーマット１＿０の一
例を示す図である。
【図１０】本実施形態におけるＲＩＶ０＿０を計算するための疑似コードを示す図である
。
【図１１】本実施形態におけるＲＩＶ０＿０を計算するための疑似コードを示す図である
。
【図１２】本実施形態におけるＲＩＶ１＿０を計算するための疑似コードを示す図である
。
【図１３】本実施形態におけるＲＩＶ１＿０を計算するための疑似コードを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１３】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、端末装置１、および、基地局装置３を具備する。
【００１４】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００１５】
　本実施形態では、端末装置１は、１つまたは複数のサービングセルが設定される。端末
装置１が複数のサービングセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、またはキ
ャリアアグリゲーションと称する。端末装置１に対して設定される複数のサービングセル
のそれぞれにおいて、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセ
ルの一部において、本発明が適用されてもよい。複数のサービングセルは、少なくとも１
つのプライマリセルを含む。複数のサービングセルは、１つ、または、複数のセカンダリ
セルを含んでもよい。以下、特に記載がないかぎり、本実施形態は１つのサービングセル
に適用される。
【００１６】
　プライマリセルは、初期コネクション確立（initial connection establishment）手順
が行なわれたサービングセル、コネクション再確立（connection re-establishment）手
順を開始したサービングセル、または、ハンドオーバ手順においてプライマリセルと指示
されたセルである。ＲＲＣ（Radio Resource Control）コネクションが確立された時点、
または、後に、セカンダリセルが設定されてもよい。
【００１７】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリアと称する。上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを上りリン
クコンポーネントキャリアと称する。下りリンクコンポーネントキャリア、および、上り
リンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキャリアと称する。
【００１８】
　端末装置１は、複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）において同時に複数
の物理チャネルでの送信、および／または受信を行うことができる。１つの物理チャネル
は、複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）のうち１つのサービングセル（コ
ンポーネントキャリア）において送信される。
【００１９】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００２０】
　端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理チ
ャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を送信する
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ために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
　ＰＵＣＣＨは、下りリンクのＣＳＩ（Channel State Information）、および／または
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）を送信するために用いられる
。ＣＳＩ、および、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、上りリンク制御情報（Uplink Control Informa
tion: UCI）である。
【００２１】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Transport block, Uplink-Shared Channel: UL-SCH
）、下りリンクのＣＳＩ、および／または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信するために用いられ
る。ＣＳＩ、および、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、上りリンク制御情報（Uplink Control Infor
mation: UCI）である。端末装置１は、上りリンクグラント（uplink grant）を含むＰＤ
ＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）の検出に基づいてＰＵＳＣＨを送信して
もよい。
【００２２】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。
【００２３】
　上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理シグナルが用いられる。上りリンク
物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物理層に
よって使用される。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
　ＤＭＲＳは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
と時間多重されてもよい。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭ
ＲＳを使用してもよい。
【００２４】
　基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理チ
ャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された情報を送信する
ために使用される。
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
　ＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Information: DCI）を送信す
るために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットとも称する。
【００２５】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Transport block, Downlink-Shared Channel: DL-S
CH）を送信するために用いられる。
【００２６】
　ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体アクセス制
御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランスポートチャネルと
称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トランスポートブロッ
ク（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Unit）とも称する。
【００２７】
　以下、本実施形態の無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００２８】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。図２において、横軸は
時間軸である。無線フレームのそれぞれは、１０ｍｓ長であってもよい。また、無線フレ
ームのそれぞれは１０のスロットから構成されてもよい。スロットのそれぞれは、１ｍｓ
長であってもよい。
【００２９】
　以下、本実施形態のスロットの構成の一例について説明する。図３は、本実施形態にお
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けるスロットの概略構成を示す図である。図３において、１つのセルにおけるスロットの
構成を示す。図３において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。スロットはＮ

ｓｙｍｂ個のＯＦＤＭシンボルを含んでもよい。
【００３０】
　図３において、ｌはＯＦＤＭシンボル番号／インデックスであり、ｋはサブキャリア番
号／インデックスである。スロットのそれぞれにおいて送信される物理シグナルまたは物
理チャネルは、リソースグリッドによって表現される。リソースグリッドは複数のサブキ
ャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される。リソースグリッド内のエレメント
のそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリア番号／
インデックスｋ、および、ＯＦＤＭシンボル番号／インデックスｌによって表される。
【００３１】
　スロットは、時間領域において、複数ＯＦＤＭシンボルｌ（ｌ＝０，１，．．．，Ｎｓ

ｙｍｂ）を含む。ノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）に対して、Ｎｓｙｍｂは１４で
あってもよい。拡張ＣＰ（extended CP）に対して、Ｎｓｙｍｂは１２であってもよい。
【００３２】
　スロットは、周波数領域において、複数のサブキャリアｋ（ｋ＝０，１，．．．，ＮＲ

Ｂ・ＮＲＢ
ＳＣ)を含む。ＮＲＢは、ＮＲＢ

ＳＣの倍数によって表現される、サービング
セルに対する帯域幅設定である。ＮＲＢ

ＳＣは、サブキャリアの数によって表現される、
周波数領域における（物理）リソースブロックサイズである。サブキャリア間隔Δfは１
５ｋＨｚであってもよい。ＮＲＢ

ＳＣは１２であってもよい。周波数領域における（物理
）リソースブロックサイズは１８０ｋＨｚであってもよい。
【００３３】
　１つの物理リソースブロックは、時間領域においてNsymbの連続するＯＦＤＭシンボル
と周波数領域においてＮＲＢ

ＳＣの連続するサブキャリアとから定義される。ゆえに、１
つの物理リソースブロックは（Ｎｓｙｍｂ・ＮＲＢ

ＳＣ）のリソースエレメントから構成
される。１つの物理リソースブロックは、時間領域において１つのスロットに対応しても
よい。物理リソースブロックは周波数領域において、周波数の低いほうから順に番号ｎＰ

ＲＢ（0,1,…, NRB -1）が付けられてもよい。
【００３４】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【００３５】
　図４は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。無
線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベース
バンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１５
、および、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１０を送信
部、受信部、符号化部、復号部、または、物理層処理部とも称する。
【００３６】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、媒体アクセス制
御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Co
nvergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線
リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【００３７】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処理部１６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、ランダムアクセス手順の制御を行う
。
【００３８】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、無線リソース制御層の処
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理を行う。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【００３９】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【００４０】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【００４１】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cy
clic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【００４２】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
にＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信
号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１
２に出力する。
【００４３】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力
制御部とも称する。
【００４４】
　図５は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成される
。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を含
んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および、無線リ
ソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、符号
化部、復号部、または、物理層処理部とも称する。
【００４５】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の処理を行なう。
【００４６】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、ランダムアクセス手順の制御を行う
。
【００４７】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
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理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取得し
、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１各
々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上位層
の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよい。
すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報を送
信／報知する。
【００４８】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様であるため説明を省略する。
【００４９】
　端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部の
それぞれは、少なくとも１つのプロセッサと前記少なくとも１つのプロセッサと連結され
るメモリとして構成されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付され
た部のそれぞれは、少なくとも１つのプロセッサと前記少なくとも１つのプロセッサと連
結されるメモリとして構成されてもよい。
【００５０】
　以下、ＢＷＰ（band width part）について説明をする。
【００５１】
　ＢＷＰは、周波数領域において連続する１つまたは複数の物理リソースブロックによっ
て定義される。
【００５２】
　１つのサービングセルに対して、１つまたは複数の下りリンクＢＷＰ、および、１つま
たは複数の上りリンクＢＷＰが設定されてもよい。
【００５３】
　１つまたは複数の下りリンクＢＷＰは、少なくとも１つの初期下りリンクＢＷＰを含む
。１つまたは複数の上りリンクＢＷＰは、少なくとも１つの初期上りリンクＢＷＰを含む
。初期下りリンクＢＷＰのインデックスと初期上りリンクＢＷＰのインデックスは０であ
る。端末装置１は、初期下りリンクＢＷＰを示す上位層のパラメータを受信してもよい。
【００５４】
　１つのサービングセルにおいて、１つまたは複数の下りリンクＢＷＰのうち同時に１つ
までの下りリンクＢＷＰがアクティベートされる。１つのサービングセルにおいて、１つ
または複数の上りリンクＢＷＰのうち同時に１つまでの上りリンクＢＷＰがアクティベー
トされる。端末装置１は、ＲＲＣパラメータ、および／または、ＰＤＣＣＨに基づいて、
アクティベートされている下りリンクＢＷＰおよび／または、アクティベートされている
上りリンクＢＷＰをスイッチしてもよい。上りリンクおよび下りリンクにおいて、アクテ
ィベートされているＢＷＰをスイッチすることは、デアクティベートされているＢＷＰの
アクティベートと、アクティベートされているＢＷＰのデアクティベートを同時に行うこ
とである。
【００５５】
　端末装置１は、アクティベートされている下りリンクＢＷＰにおいて、ＰＤＣＣＨのモ
ニタ、および、ＰＤＳＣＨ（ＤＬ－ＳＣＨ）の受信を行ってもよい。端末装置１は、デア
クティベートされている下りリンクＢＷＰにおいて、ＰＤＣＣＨのモニタ、および、ＰＤ
ＳＣＨ（ＤＬ－ＳＣＨ）の受信を行わない。モニタは、ＤＣＩフォーマットに応じてＰＤ
ＣＣＨの復号を試みることであってもよい。
【００５６】
　端末装置１は、アクティベートされている上りリンクＢＷＰにおいて、ＰＵＳＣＨ（Ｕ
Ｌ－ＳＣＨ）の送信、ＰＵＣＣＨの送信、および、ＳＲＳの送信を行ってもよい。端末装
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置１は、デアクティベートされている上りリンクＢＷＰにおいて、ＰＵＳＣＨ（ＵＬ－Ｓ
ＣＨ）の送信、ＰＵＣＣＨの送信、および、ＳＲＳの送信を行わない。
【００５７】
　アクティベートされている下りリンクＢＷＰをアクティブ下りリンクＢＷＰとも呼称す
る。アクティベートされている上りリンクＢＷＰをアクティブ上りリンクＢＷＰとも呼称
する。
【００５８】
　以下、ＣＯＲＥＳＥＴ（control resource set）について説明をする。本実施形態にお
けるＣＯＲＥＳＥＴは、アクティベートされている下りリンクＢＷＰに含まれる。
【００５９】
　図６は、本実施形態におけるＣＯＲＥＳＥＴの一例を示す図である。本実施形態におい
てＣＯＲＥＳＥＴは、１つのＢＷＰに含まれる。時間領域において、１つのＰＤＣＣＨモ
ニタリングオケージョンにおけるＣＯＲＥＳＥＴの期間は１、２、または、３個のＯＦＤ
Ｍシンボルである。ＰＤＣＣＨモニタリングオケージョンは、ＣＯＲＥＳＥＴのモニタが
設定されるＯＦＤＭシンボルのセットである。ＣＯＲＥＳＥＴは複数のＣＣＥ（Control 
Channel Element）から構成されてもよい。ＣＯＲＥＳＥＴは、周波数領域において連続
する複数のリソースエレメントから構成されてもよい。１つのＣＣＥは周波数領域におい
て連続する６つのＲＥＧ（Resource Element Group）から構成されてもよい。１つのＲＥ
Ｇは周波数領域において連続する１２のリソースエレメントから構成されてもよい。
【００６０】
　図７は、本実施形態におけるサーチスペースの一例を示す図である。サーチスペースは
、ＰＤＣＣＨ候補のセットである。ＰＤＣＣＨはＰＤＣＣＨ候補において送信される。端
末装置１は、サーチスペースにおいてＰＤＣＣＨのデコードを試みる。ＰＤＣＣＨ候補は
、１つまたは複数のＣＣＥから構成されてもよい。ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの数
をアグリゲーションレベルとも称する。
【００６１】
　サーチスペース７００はＣＳＳ（Common Search Space）である。サーチスペース７１
０はＵＳＳ（UE-specific Search Space）である。ＣＳＳ７００とＵＳＳ７１０は、１つ
のＣＯＲＥＳＥＴに含まれる。ＵＳＳ７１０に含まれるＰＤＣＣＨ候補は、少なくとも所
定のＲＮＴＩに基づいて与えられてもよい。ここで、所定のＲＮＴＩはＣ－ＲＮＴＩ（Ce
ll Radio Network Temporary Identifier）であってもよい。ＣＳＳ７００に含まれるＰ
ＤＣＣＨ候補は、該所定のＲＮＴＩとは関係なく与えられてもよい。
【００６２】
　ＣＳＳ７００はアグリゲーションレベルが８である２つのＰＤＣＣＨ候補７０１、７０
２を含む。ＵＳＳ７１０はアグリゲーションレベルが１６である１つのＰＤＣＣＨ候補７
１１と、アグリゲーションレベルが８である３つのＰＤＣＣＨ候補７１２、７１３、７１
４を含む。
【００６３】
　ＰＤＣＣＨ候補７０１を構成するＣＣＥのセットは、ＰＤＣＣＨ候補７１２を構成する
ＣＣＥのセットと同じである。ＰＤＣＣＨ候補７０２を構成するＣＣＥのセットは、ＰＤ
ＣＣＨ候補７１１を構成するＣＣＥのセットとは異なるが、ＰＤＣＣＨ候補７０２を構成
する最も小さいインデックスのＣＣＥは、ＰＤＣＣＨ候補７１１を構成する最も小さいイ
ンデックスのＣＣＥと同じである。
【００６４】
　以下、本実施形態のＤＣＩフォーマットについて説明をする。本実施形態においてＤＣ
Ｉフォーマットのサイズを、ＤＣＩサイズ、または、ＤＣＩフォーマットのペイロードサ
イズとも称する。
【００６５】
　本実施形態のＤＣＩフォーマット０＿０について説明をする。
【００６６】
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　ＤＣＩフォーマット０＿０は、単一のセル内のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いら
れてもよい。本実施形態のＤＣＩフォーマット０＿０は、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクラン
ブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマット０＿０である。ＤＣＩフォーマット０＿
０は、少なくとも以下のフィールドを含む。
・‘Identifier for DCI formats’フィールド　－　１ビット
・‘Frequency domain resource assignment’フィールド　－　ＮＦＤＲＡ０＿０ビット
・‘Time domain resource assignment’フィールド　－　４ビット
・‘Frequency hopping flag’フィールド　－　１ビット
・‘Modulation and coding scheme’フィールド　－　５ビット
・‘New data indicator’フィールド　－　１ビット
・‘Redundancy version’フィールド　－　２ビット
・‘HARQ process number’フィールド　－　４ビット
・‘TPC command for scheduled PUSCH’フィールド　－　２ビット
・‘UL/SUL indicator’フィールド　－　０または１ビット
　ＤＣＩフォーマット０＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドの
サイズＮＦＤＲＡ０＿０は、以下の数式（１）によって与えられてもよい。‘UL/SUL ind
icator’フィールドのサイズは、上位層のパラメータに少なくとも基づいて与えられても
よい。以下、本実施形態において、‘UL/SUL indicator’フィールドのサイズは０ビット
である。‘Frequency domain resource assignment’フィールドと‘UL/SUL indicator’
フィールド以外のＤＣＩフォーマット０＿０のフィールドのサイズは、仕様書によって予
め定義されている。
【００６７】
【数１】

【００６８】
　NUL,BWPは、リソースブロックの数によって表現される。NUL,BWPは、初期上りリンクＢ
ＷＰのサイズ、または、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズである。
【００６９】
　条件Ａと条件Ｂを満たし、且つ、ＤＣＩフォーマット０＿０がＵＳＳにおいてモニタさ
れる場合、NUL,BWPはアクティブ上りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。それ以外の
場合、NUL,BWPは初期上りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。
【００７０】
　条件Ａまたは条件Ｂを満たさない場合、または、ＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳに
おいてモニタされる場合、NUL,BWPは初期上りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。そ
れ以外の場合、NUL,BWPはアクティブ上りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。
【００７１】
　条件Ａは、セルに対して、スロット毎にモニタされる異なるＤＣＩサイズの総数がＸＡ
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s no more than 4 for the cell）であってもよい。ここで、ＸＡの値は、４、または、
４より大きい値であってもよい。
【００７２】
　条件Ｂは、セルに対して、スロット毎にモニタされるＣ－ＲＮＴＩをともなう異なるＤ
ＣＩサイズの総数がＸＢより大きくないこと（the total number of different DCI size
s with C-RNTI monitored per slot is no more than 3 for the cell）であってもよい
。ここで、ＸＢの値は、３、または、３より大きい値であってもよい。ＸＢの値は、ＸＡ

の値と同じ、または、小さい値であってもよい。
【００７３】
　本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿０について説明をする。
【００７４】
　ＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドが
全て１にセットされていない場合、ＤＣＩフォーマット１＿０は、単一のセル内のＰＤＳ
ＣＨのスケジューリングに用いられてもよい。本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿０の
‘Frequency domain resource assignment’フィールドは全て１にセットされていない。
すなわち、本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿０は、単一のセル内のＰＤＳＣＨのスケ
ジューリングに用いられてもよい。
本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿０は、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣ
ＲＣをともなうＤＣＩフォーマット０＿０である。
【００７５】
　ＤＣＩフォーマット１＿０は、以下のフィールドを含む。
・‘Identifier for DCI formats’フィールド　－　１ビット
・‘Frequency domain resource assignment’フィールド　－　ＮＦＤＲＡ１＿０ビット
・‘Time domain resource assignment’フィールド　－　４ビット
・‘VRB-to-PRB mapping’フィールド　－　１ビット
・‘Modulation and coding scheme’フィールド　－　５ビット
・‘New data indicator’フィールド　－　１ビット
・‘Redundancy version’フィールド　－　２ビット
・‘HARQ process number’フィールド　－　４ビット
・‘Downlink assignment index’フィールド　－　２ビット
・‘TPC command for scheduled PUCCH’フィールド　－　２ビット
・‘PUCCH resource indicator’フィールド　－　３ビット
・‘PDSCH-to-HARQ_feedback timing indicator’フィールド　－　３ビット
　ＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドの
サイズＮＦＤＲＡ１＿０は、以下の数式（２）によって与えられてもよい。‘Frequency 
domain resource assignment’フィールド以外のＤＣＩフォーマット１＿０のフィールド
のサイズは、仕様書によって予め定義されている。
【００７６】
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【数２】

【００７７】
　NＤL,BWPは、リソースブロックの数によって表現される。NＤL,BWPは、アクティブ下り
リンクＢＷＰのサイズ、または、所定の帯域Ｘのサイズである。ここで、該所定の帯域Ｘ
は、初期下りリンクＢＷＰ、または、所定のＣＯＲＥＳＥＴであってもよい。ここで、該
所定のＣＯＲＥＳＥＴは、ＤＣＩフォーマット１＿０がモニタされるＣＯＲＥＳＥＴ、所
定のインデックスのＣＯＲＥＳＥＴであってもよい。該所定のインデックスは、予め決め
られた値（例えば０）であってもよい。該所定のインデックスは、ＲＲＣパラメータによ
って与えられてもよい。初期下りリンクＢＷＰは、所定のＣＯＲＥＳＥＴの帯域とは異な
ってもよい。
【００７８】
　条件Ａと条件Ｂを満たし、且つ、ＤＣＩフォーマット１＿０がＵＳＳにおいてモニタさ
れる場合、NＤL,BWPはアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。それ以外の
場合、NUL,BWPは所定の帯域Ｘのサイズであってもよい。
【００７９】
　条件Ａまたは条件Ｂを満たさない場合、または、ＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳに
おいてモニタされる場合、NＤL,BWPは所定の帯域Ｘのサイズであってもよい。それ以外の
場合、NＤL,BWPはアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズであってもよい。
【００８０】
　ＣＳＳにおいてモニタされるサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット０＿０（DCI format 0_0 monitored in CSS for scheduling a serving cell）
のサイズは、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングする
ためのＤＣＩフォーマット１＿０（DCI format 1_0 monitored in CSS for scheduling t
he serving cell）のサイズと同じである。
【００８１】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳにお
いてモニタされ、且つ、パディングまたはトランケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０
（the DCI format 0_0 prior to padding or truncating）における情報ビットの数がＣ
ＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフ
ォーマット１＿０のサイズより小さい場合、ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズがＤＣＩ
フォーマット１＿０のサイズと同じになるまで１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマ
ット０＿０に付加される。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【００８２】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳにお
いてモニタされ、且つ、パディングまたはトランケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０
（the DCI format 0_0 prior to padding or truncating）における情報ビットの数がＣ
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ＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフ
ォーマット１＿０のサイズより大きい場合、ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズがＤＣＩ
フォーマット１＿０のサイズと同じになるように、‘Frequency domain resource assign
ment’フィールドの最初の１つまたは複数のＭＳＢ（Most Significant Bits）をトラン
ケート（truncate）することによって、ＤＣＩフォーマット０＿０の‘Frequency domain
 resource assignment’フィールドのビット幅を減らす。
【００８３】
　ＵＳＳにおいてモニタされるサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット０＿０（DCI format 0_0 monitored in USS for scheduling a serving cell）
のサイズは、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングする
ためのＤＣＩフォーマット１＿０（DCI format 1_0 monitored in USS for scheduling t
he serving cell）のサイズと同じである。
【００８４】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＵＳＳにお
いてモニタされ、且つ、条件Ａと条件Ｂのうちの少なくとも１つが満たされず、且つ、パ
ディングまたはトランケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０（the DCI format 0_0 pri
or to padding or truncating）における情報ビットの数がＵＳＳにおいてモニタされる
該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ
より小さい場合、ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズがＤＣＩフォーマット１＿０のサイ
ズと同じになるまで１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿０に付加される。
ここで、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【００８５】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＵＳＳにお
いてモニタされ、且つ、条件Ａと条件Ｂのうちの少なくとも１つが満たされず、且つ、パ
ディングまたはトランケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０（the DCI format 0_0 pri
or to padding or truncating）における情報ビットの数がＵＳＳにおいてモニタされる
該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ
より大きい場合、ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズがＤＣＩフォーマット１＿０のサイ
ズと同じになるように、‘Frequency domain resource assignment’フィールドの最初の
１つまたは複数のＭＳＢ（Most Significant Bits）をトランケート（truncate）するこ
とによって、ＤＣＩフォーマット０＿０の‘Frequency domain resource assignment’フ
ィールドのビット幅を減らす。
【００８６】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＵＳＳにお
いてモニタされ、且つ、条件Ａと条件Ｂの両方が満たされ、且つ、パディングまたはトラ
ンケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０（the DCI format 0_0 prior to padding or t
runcating）における情報ビットの数がＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセ
ルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズより小さい場合、Ｄ
ＣＩフォーマット０＿０のサイズがＤＣＩフォーマット１＿０のサイズと同じになるまで
１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿０に付加される。ここで、該１つまた
は複数のビットは０にセットされている。
【００８７】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０がＵＳＳにお
いてモニタされ、且つ、条件Ａと条件Ｂの両方が満たされ、且つ、パディングまたはトラ
ンケート前の該ＤＣＩフォーマット０＿０（the DCI format 0_0 prior to padding or t
runcating）における情報ビットの数がＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセ
ルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズより大きい場合、該
ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズは、パディングまたはトランケート前の該ＤＣＩフォ
ーマット０＿０（the DCI format 0_0 prior to padding or truncating）における情報
ビットの数と同じである。
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【００８８】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０がＵＳＳにお
いてモニタされ、且つ、条件Ａと条件Ｂの両方が満たされ、且つ、パディング前の該ＤＣ
Ｉフォーマット１＿０（the DCI format 1_0 prior to padding）における情報ビットの
数がＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤ
ＣＩフォーマット０＿０のサイズより小さい場合、ＤＣＩフォーマット１＿０のサイズが
ＤＣＩフォーマット０＿０のサイズと同じになるまで１つまたは複数のビットがＤＣＩフ
ォーマット１＿０に付加される。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセットされて
いる。
【００８９】
　端末装置１は、‘Identifier for DCI formats’フィールドによってＤＣＩフォーマッ
ト０＿０とＤＣＩフォーマット１＿０を識別することができる。ＤＣＩフォーマット０＿
０の‘Identifier for DCI formats’フィールドは０にセットされる。ＤＣＩフォーマッ
ト１＿０の‘Identifier for DCI formats’フィールドは１にセットされる。
【００９０】
　本実施形態のＤＣＩフォーマット０＿１について説明をする。
【００９１】
　ＤＣＩフォーマット０＿１は、単一のセル内のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いら
れてもよい。特に記載がない限り、本実施形態のＤＣＩフォーマット０＿１は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマット０＿１である。Ｄ
ＣＩフォーマット０＿１に含まれるフィールドのセットは、ＤＣＩフォーマット０＿０に
含まれるフィールドのセットとは異なる。
【００９２】
　本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿１について説明をする。
【００９３】
　ＤＣＩフォーマット１＿１は、単一のセル内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れてもよい。特に記載がない限り、本実施形態のＤＣＩフォーマット１＿１は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマット１＿１である。Ｄ
ＣＩフォーマット１＿１に含まれるフィールドのセットは、ＤＣＩフォーマット１＿０に
含まれるフィールドのセットとは異なる。
【００９４】
　ＤＣＩフォーマット０＿１とＤＣＩフォーマット１＿１は、ＣＳＳとＵＳＳのうち、Ｕ
ＳＳのみにおいてモニタされる。ＤＣＩフォーマット０＿１とＤＣＩフォーマット１＿１
は、ＣＳＳにおいてモニタされない。
【００９５】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿１のサイズは、
ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩ
フォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケ
ジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、ＵＳＳにおいてモニタされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイ
ズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングする
ためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なる。
【００９６】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数がＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じ
サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、ＵＳ
Ｓにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルを
スケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場
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合、該ＤＣＩフォーマット０＿１のサイズがＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービン
グセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおい
てモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット
１＿０のサイズ、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリング
するためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該
同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの
何れとも異なるようになるまで、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に
付加されてもよい。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【００９７】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数がＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイ
ズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット０＿１のサイズがＣＳＳにおいてモ
ニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１
つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで、該１つ
または複数のビットは０にセットされている。
【００９８】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数がＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイ
ズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット０＿１のサイズがＣＳＳにおいてモ
ニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１
つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで、該１つ
または複数のビットは０にセットされている。
【００９９】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数が初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービング
セルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、所定の帯域Ｘか
ら導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット
１＿０のサイズ、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービン
グセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、アク
ティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩ
フォーマット０＿１のサイズが初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサ
ービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、所定の
帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット１＿０のサイズ、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じ
サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、およ
び、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケ
ジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようになる
まで、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで
、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１００】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿



(20) JP 2020-31353 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

１の情報ビットの数が初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービング
セルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、アクテ
ィブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービングセルをスケジューリン
グするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフ
ォーマット０＿１のサイズが初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサー
ビングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、
アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービングセルをスケジュ
ーリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで
、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで、該
１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０１】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数が所定の帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンクＢ
ＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣ
Ｉフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット０＿１
のサイズが所定の帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングする
ためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイ
ズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマ
ット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１つまたは複数のビットがＤＣＩ
フォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセッ
トされている。
【０１０２】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿
１の情報ビットの数が、初期下りリンクＢＷＰから導き出される該同じサービングセルを
スケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、上記の所定のＣＯＲＥ
ＳＥＴから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイ
ズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット１＿１のサイズが初期下りリンクＢ
ＷＰから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォー
マット１＿０のサイズ、上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴから導き出される該同じサービング
セルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクテ
ィブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリン
グするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１つ
または複数のビットがＤＣＩフォーマット０＿１に付加されてもよい。ここで、該１つま
たは複数のビットは０にセットされている。
【０１０３】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿１のサイズは、
ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩ
フォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケ
ジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、ＵＳＳにおいてモニタされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイ
ズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングする
ためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なる。
【０１０４】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数がＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じ
サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、ＵＳ
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Ｓにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルを
スケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場
合、該ＤＣＩフォーマット１＿１のサイズがＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービン
グセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、ＣＳＳにおい
てモニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット
１＿０のサイズ、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジューリング
するためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該
同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの
何れとも異なるようになるまで、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に
付加されてもよい。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０５】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタさ
れる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサ
イズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット１＿１のサイズがＣＳＳにおいて
モニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０
＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、
１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここで、該１
つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０６】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、ＣＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタさ
れる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサ
イズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット１＿１のサイズがＣＳＳにおいて
モニタされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１
＿０のサイズ、および、ＵＳＳにおいてモニタされる該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、
１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここで、該１
つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０７】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービン
グセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、所定の帯域Ｘ
から導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマッ
ト１＿０のサイズ、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービ
ングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、ア
クティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジュー
リングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣ
Ｉフォーマット１＿１のサイズが初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じ
サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、所定
の帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフ
ォーマット１＿０のサイズ、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同
じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、お
よび、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをス
ケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようにな
るまで、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここ
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で、該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０８】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービン
グセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および、アク
ティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービングセルをスケジューリ
ングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩ
フォーマット１＿１のサイズが初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサ
ービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズ、および
、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導き出される該同じサービングセルをスケジ
ューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿０のサイズの何れとも異なるようになるま
で、１つまたは複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここで、
該１つまたは複数のビットは０にセットされている。
【０１０９】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、所定の帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジュ
ーリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンク
ＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤ
ＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット１＿
１のサイズが所定の帯域Ｘから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングす
るためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンクＢＷＰのサ
イズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォー
マット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１つまたは複数のビットがＤＣ
Ｉフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここで、該１つまたは複数のビットは０にセ
ットされている。
【０１１０】
　パディング前のサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿
１の情報ビットの数が、初期下りリンクＢＷＰから導き出される該同じサービングセルを
スケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、上記の所定のＣＯＲＥ
ＳＥＴから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォ
ーマット１＿０のサイズ、および、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされ
る該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイ
ズの何れかと同じである場合、該ＤＣＩフォーマット１＿１のサイズが初期下りリンクＢ
ＷＰから導き出される該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォー
マット１＿０のサイズ、上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴから導き出される該同じサービング
セルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズ、および、アクテ
ィブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる該同じサービングセルをスケジューリン
グするためのＤＣＩフォーマット１＿０のサイズの何れとも異なるようになるまで、１つ
または複数のビットがＤＣＩフォーマット１＿１に付加されてもよい。ここで、該１つま
たは複数のビットは０にセットされている。
【０１１１】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿１のサイズは、
該同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿１のサイズ
と同じでもよいし、異なってもよい。
【０１１２】
　サービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット０＿１のサイズが該
同じサービングセルをスケジューリングするためのＤＣＩフォーマット１＿１のサイズと
同じ場合、端末装置１は、‘Identifier for DCI formats’フィールドによってＤＣＩフ
ォーマット０＿１とＤＣＩフォーマット１＿１を識別することができる。ＤＣＩフォーマ
ット０＿１の‘Identifier for DCI formats’フィールドは０にセットされる。ＤＣＩフ
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ォーマット１＿０の‘Identifier for DCI formats’フィールドは１にセットされる。
【０１１３】
　図８は、本実施形態における‘Frequency domain resource assignment’フィールドと
ＮＤＬ，ＢＷＰとＮＵＬ，ＢＷＰの対応を示す図である。例えば、所定のサイズＸが６で
ある場合、所定のサイズＸから導きだされる‘Frequency domain resource assignment’
フィールドのビット数は５である。
【０１１４】
　図９は、本実施形態におけるＤＣＩフォーマット０＿０とＤＣＩフォーマット１＿０の
一例を示す図である。９００は、所定の帯域Ｘのサイズから導きだされるＤＣＩフォーマ
ット１＿０である。９０１は、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされるＤ
ＣＩフォーマット１＿０である。９０２は、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きださ
れるＤＣＩフォーマット０＿０である。９０３は、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズ
から導きだされるＤＣＩフォーマット０＿０である。
【０１１５】
　９００の‘Frequency domain resource assignment’フィールドのサイズと９０１の‘
Frequency domain resource assignment’フィールドのサイズと９０３の‘Frequency do
main resource assignment’フィールドのサイズは、１３ビットである。９０２の‘Freq
uency domain resource assignment’フィールドのサイズは、１１ビットである。
【０１１６】
　９００のＤＣＩフォーマットは、９０１のＤＣＩフォーマットと同じであり、且つ、９
００のＤＣＩフォーマットのフィールドのセットは９０１のＤＣＩフォーマットのフィー
ルドのセットと同じである。９０２のＤＣＩフォーマットは、９０３のＤＣＩフォーマッ
トと同じであり、且つ、９０２のＤＣＩフォーマットのフィールドのセットは９０３のＤ
ＣＩフォーマットのフィールドのセットと異なる。フィールドの第１のセットがフィール
ドの第２のセットと同じであることは、フィールドの第１のセットに含まれるｎ番目のフ
ィールドのタイプとサイズがフィールドの第２のセットに含まれるｎ番目のフィールドの
タイプとサイズと同じであることを意味する（ｎ＝１、２、３、．．．）。
【０１１７】
　初期上りリンクＢＷＰのサイズとアクティブ上りリンクＢＷＰのサイズが異なったとし
ても、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる‘Frequency domain resource as
signment’フィールドのビット数が、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導きださ
れる‘Frequency domain resource assignment’フィールドのビット数と同じになる可能
性がある。すなわち、初期上りリンクＢＷＰのサイズとアクティブ上りリンクＢＷＰのサ
イズが異なったとしても場合、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされるＤＣＩフ
ォーマット０＿０のフィールドのセットが、アクティブ上りリンクＢＷＰのサイズから導
きだされるＤＣＩフォーマット０＿０のフィールドのセットと同じになる可能性がある。
【０１１８】
　例えば、初期上りリンクＢＷＰのサイズが９６であり、アクティブ上りリンクＢＷＰの
サイズが１２７である場合、初期上りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる‘Frequenc
y domain resource assignment’フィールドのビット数が、アクティブ上りリンクＢＷＰ
のサイズから導きだされる‘Frequency domain resource assignment’フィールドのビッ
ト数と同じになる。
【０１１９】
　所定の帯域Ｘのサイズとアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズが異なったとしても、所
定の帯域Ｘのサイズから導きだされる‘Frequency domain resource assignment’フィー
ルドのビット数が、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされる‘Frequency 
domain resource assignment’フィールドのビット数と同じになる可能性がある。すなわ
ち、所定の帯域Ｘのサイズとアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズが異なったとしても場
合、所定の帯域Ｘのサイズから導きだされるＤＣＩフォーマット１＿０のフィールドのセ
ットが、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導きだされるＤＣＩフォーマット１＿
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０のフィールドのセットと同じになる可能性がある。
【０１２０】
　例えば、所定の帯域Ｘのサイズが９６であり、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズが
１２７である場合、所定の帯域Ｘのサイズから導きだされる‘Frequency domain resourc
e assignment’フィールドのビット数が、アクティブ下りリンクＢＷＰのサイズから導き
だされる‘Frequency domain resource assignment’フィールドのビット数と同じになる
。
【０１２１】
　ＤＣＩフォーマット２＿０は、スロットフォーマットを通知するために用いられる。Ｄ
ＣＩフォーマット２＿０のサイズは、上位層のパラメータによって設定される。本実施形
態のＤＣＩフォーマット２＿０は、ＳＦＩ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ
をともなうＤＣＩフォーマット２＿０である。
【０１２２】
　ＤＣＩフォーマット２＿０のサイズは、他のＤＣＩフォーマットのサイズと同じでもよ
いし、異なってもよい。ＤＣＩフォーマット２＿０のサイズが他のＤＣＩフォーマットの
サイズと同じである場合、端末装置１はＳＦＩ－ＲＮＴＩによってＤＣＩフォーマット２
＿０を識別することができる。
【０１２３】
　ＤＣＩフォーマット２＿１は、端末装置１が該端末装置１のための送信がないと想定し
てもよい物理リソースブロックとＯＦＤＭシンボル（the physical resource block(s) a
nd OFDM symbol(s) where terminal device 1 may assume no transmission is intended
 for the UE）を通知するために用いられる。ＤＣＩフォーマット２＿１のサイズは、上
位層のパラメータによって設定される。本実施形態のＤＣＩフォーマット２＿１は、ＩＮ
Ｔ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマット２＿１で
ある。
【０１２４】
　ＤＣＩフォーマット２＿１のサイズは、他のＤＣＩフォーマットのサイズと同じでもよ
いし、異なってもよい。ＤＣＩフォーマット２＿１のサイズが他のＤＣＩフォーマットの
サイズと同じである場合、端末装置１はＩＮＴ－ＲＮＴＩによってＤＣＩフォーマット２
＿１を識別することができる。
【０１２５】
　ＤＣＩフォーマット０＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドは
、ＲＩＶ（Resource Indication Value）を含む。ＤＣＩフォーマット０＿０の‘Frequen
cy domain resource assignment’フィールドに含まれるＲＩＶを、ＲＩＶ０＿０とも呼
称する。
【０１２６】
　基地局装置３におけるＲＩＶ０＿０の計算は、ＤＣＩフォーマット０＿０が送信される
サーチスペースのタイプ（ＣＳＳまたはＵＳＳ）に基づいて行われる。端末装置１におけ
るＲＩＶ０＿０の解釈は、ＤＣＩフォーマット０＿０が送信されるサーチスペースのタイ
プ（ＣＳＳまたはＵＳＳ）に基づいて行われる。
【０１２７】
　ＲＩＶ０＿０は、リソースブロック割当情報を示してもよい。ＲＩＶ０＿０のリソース
ブロック割当情報は、スケジュールされる端末装置１に、アクティブ上りリンクＢＷＰ内
の連続して割り当てられるＶＲＢ（contiguously allocated Virtual Resource Block）
のセットを示す。アクティブ上りリンクＢＷＰ内のＶＲＢは、該同じアクティブ上りリン
クＢＷＰ内の物理リソースブロックにマップされる。
【０１２８】
　ＲＩＶ０＿０は、ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔ、および、ＬＵＬ_ＲＢｓに少なくとも基づいて
与えられてもよい。ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔは、連続して割り当てられるＶＲＢのセットの
スターティングリソースブロックである。ＬＵＬ_ＲＢｓは、連続して割り当てられるＶ
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ＲＢのセットの長さ（リソースブロックの数）である。ここで、リソースブロックのイン
デクシングは、アクティブ上りリンクＢＷＰ内で決定される。すなわち、ＲＩＶ０＿０、
ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔ、および、ＬＵＬ_ＲＢｓに関連するリソースブロックのインデクシ
ング（ナンバリング）は、アクティブ上りリンクＢＷＰ内の最も低いリソースブロックか
ら開始される。ここで、最も低いリソースブロックは、最も周波数の低いリソースブロッ
クであってもよい。最も低いリソースブロックは、共通リソースブロックのインデックス
が最も小さいリソースブロックであってもよい。
【０１２９】
　図１０は、本実施形態におけるＲＩＶ０＿０を計算するための疑似コードを示す図であ
る。ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット０＿０のサイズが、初期上りリンクＢＷＰのサイ
ズから導きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット０＿０が、初期上りリンクＢＷＰとは異
なるアクティブ上りリンクＢＷＰに適用される場合を除いて、ＲＩＶ０＿０は、図１０の
疑似コードに基づいてＮＵＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅを用いて与えられてもよい。
【０１３０】
　ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット０＿０のサイズが、初期上りリンクＢＷＰのサイズ
から導きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット０＿０が、初期上りリンクＢＷＰとは異な
るアクティブ上りリンクＢＷＰに適用される場合を除いて、端末装置１は、ＲＩＶ０＿０
とＮＵＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅに基づいて、ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔとＬＵＬ_ＲＢｓを取得して
もよい。
【０１３１】
　ＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳにおいてデコードされる場合を除いて、ＮＵＬ_Ｂ

ＷＰ
ｓｉｚｅはアクティブ上りリンクＢＷＰのサイズである。ＤＣＩフォーマット０＿０

がＵＳＳにおいてデコードされる場合、ＮＵＬ_ＢＷＰ
ｓｉｚｅはアクティブ上りリンク

ＢＷＰのサイズである。ＤＣＩフォーマット０＿０がＣＳＳにおいてデコードされる場合
、ＮＵＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅは初期上りリンクＢＷＰのサイズである。
【０１３２】
　図１１は、本実施形態におけるＲＩＶ０＿０を計算するための疑似コードを示す図であ
る。ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット０＿０のサイズが、初期上りリンクＢＷＰのサイ
ズから導きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット０＿０が、初期上りリンクＢＷＰとは異
なるアクティブ上りリンクＢＷＰに適用される場合、ＲＩＶ０＿０は図１１の疑似コード
に基づいてＮＵＬ_ＢＷＰ

ｉｎｉｔｉａｌとＮＵＬ_ＢＷＰ
ａｃｔｉｖｅを用いて与えられ

てもよい。
【０１３３】
　ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット０＿０のサイズが、初期上りリンクＢＷＰのサイズ
から導きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット０＿０が、初期上りリンクＢＷＰとは異な
るアクティブ上りリンクＢＷＰに適用される場合、端末装置１は、ＲＩＶ０＿０とＮＵＬ

_ＢＷＰ
ｉｎｉｔｉａｌとＮＵＬ_ＢＷＰ

ａｃｔｉｖｅに基づいて、ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔ

とＬＵＬ_ＲＢｓを取得してもよい。
【０１３４】
　ＮＵＬ_ＢＷＰ

ｉｎｉｔｉａｌは初期上りリンクＢＷＰのサイズである。ＮＵＬ_ＢＷＰ
ａｃｔｉｖｅはアクティブ上りリンクＢＷＰのサイズである。
【０１３５】
　ＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドは
、ＲＩＶ（Resource Indication Value）を含む。ＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequen
cy domain resource assignment’フィールドに含まれるＲＩＶを、ＲＩＶ１＿０とも呼
称する。
【０１３６】
　基地局装置３におけるＲＩＶ１＿０の計算は、ＤＣＩフォーマット１＿０が送信される
サーチスペースのタイプ（ＣＳＳまたはＵＳＳ）に基づいて行われる。端末装置１におけ
るＲＩＶ１＿０の解釈は、ＤＣＩフォーマット１＿０が送信されるサーチスペースのタイ
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プ（ＣＳＳまたはＵＳＳ）に基づいて行われる。
【０１３７】
　ＲＩＶ１＿０は、リソースブロック割当情報を示してもよい。ＲＩＶ１＿０のリソース
ブロック割当情報は、スケジュールされる端末装置１に、アクティブ下りリンクＢＷＰ内
の連続して割り当てられるＶＲＢ（contiguously allocated Virtual Resource Block）
のセットを示す。アクティブ下りリンクＢＷＰ内のＶＲＢは、該同じアクティブ下りリン
クＢＷＰ内の物理リソースブロックにマップされる。
【０１３８】
　ＲＩＶ１＿０は、ＲＢＤＬ_ｓｔａｒｔ、および、ＬＤＬ_ＲＢｓに少なくとも基づいて
与えられてもよい。ＲＢＤＬ_ｓｔａｒｔは、連続して割り当てられるＶＲＢのセットの
スターティングリソースブロックである。ＬＤＬ_ＲＢｓは、連続して割り当てられるＶ
ＲＢのセットの長さ（リソースブロックの数）である。ここで、ＣＳＳにおけるＤＣＩフ
ォーマット１＿０を用いてスケジュールされるＰＤＳＣＨに対して、何れの下りリンクＢ
ＷＰがアクティブ下りリンクＢＷＰであるかにかかわらず、リソースブロックのインデク
シング（ナンバリング）は、該ＤＣＩフォーマット１＿０が受信されたＣＯＲＥＳＥＴの
最も低いリソースブロックからスタートしてもよい。ここで、最も低いリソースブロック
は、最も周波数の低いリソースブロックであってもよい。最も低いリソースブロックは、
共通リソースブロックのインデックスが最も小さいリソースブロックであってもよい。こ
こで、ＣＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０以外のＤＣＩフォーマットを用いてスケ
ジュールされるＰＤＳＣＨに対して、リソースブロックのインデクシングは、アクティブ
下りリンクＢＷＰ内で決定されてもよい。すなわち、ＲＩＶ１＿０、ＲＢＤＬ_ｓｔａｒ

ｔ、および、ＬＤＬ_ＲＢｓに関連するリソースブロックのインデクシング（ナンバリン
グ）は、アクティブ下りリンクＢＷＰ内の最も低いリソースブロックから開始されてもよ
い。ＣＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０以外のＤＣＩフォーマットは、ＵＳＳにお
けるＤＣＩフォーマット１＿０であってもよい。
【０１３９】
　または、ＳＩ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０を用いてスケジュールさ
れるＰＤＳＣＨに対して、リソースブロックのインデクシング（ナンバリング）は、該Ｄ
ＣＩフォーマット１＿０が受信されたＣＯＲＥＳＥＴの最も低いリソースブロックからス
タートしてもよく、Ｃ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０を用いてスケジュ
ールされるＰＤＳＣＨに対して、リソースブロックのインデクシングは、アクティブ下り
リンクＢＷＰ内で決定されてもよい。ここで、ＳＩ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマ
ット１＿０とＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０はＣＳＳにおいて送信お
よび／または受信されてもよい。
【０１４０】
　図１２は、本実施形態におけるＲＩＶ１＿０を計算するための疑似コードを示す図であ
る。ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０のサイズが、所定の帯域Ｘのサイズから導
きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット１＿０が、所定の帯域Ｘとは異なるアクティブ下
りリンクＢＷＰに適用される場合を除いて、ＲＩＶ１＿０は、図１２の疑似コードに基づ
いてＮＤＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅを用いて与えられてもよい。
【０１４１】
　ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０のサイズが、所定の帯域Ｘのサイズから導き
だされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット１＿０が、所定の帯域Ｘとは異なるアクティブ下り
リンクＢＷＰに適用される場合を除いて、端末装置１は、ＲＩＶ１＿０とＮＤＬ_ＢＷＰ
ｓｉｚｅに基づいて、ＲＢＤＬ_ｓｔａｒｔとＬＤＬ_ＲＢｓを取得してもよい。
【０１４２】
　ＤＣＩフォーマット１＿０がＣＳＳにおいてデコードされる場合を除いて、ＮＤＬ_Ｂ

ＷＰ
ｓｉｚｅはアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズである。ＤＣＩフォーマット１＿０

がＵＳＳにおいてデコードされる場合、ＮＤＬ_ＢＷＰ
ｓｉｚｅはアクティブ下りリンク

ＢＷＰのサイズである。ＤＣＩフォーマット１＿０がＣＳＳにおいてデコードされる場合



(27) JP 2020-31353 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

、ＮＤＬ_ＢＷＰ
ｓｉｚｅは所定の帯域Ｘのサイズである。

【０１４３】
　図１３は、本実施形態におけるＲＩＶ１＿０を計算するための疑似コードを示す図であ
る。ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０のサイズが、所定の帯域Ｘのサイズから導
きだされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット１＿０が、所定の帯域Ｘとは異なるアクティブ下
りリンクＢＷＰに適用される場合、ＲＩＶ１＿０は図１３の疑似コードに基づいてＮＤＬ

_ＢＷＰ
ｉｎｉｔｉａｌとＮＤＬ_ＢＷＰ

ａｃｔｉｖｅを用いて与えられてもよい。
【０１４４】
　ＵＳＳにおけるＤＣＩフォーマット１＿０のサイズが、所定の帯域Ｘのサイズから導き
だされ、且つ、該ＤＣＩフォーマット１＿０が、所定の帯域Ｘとは異なるアクティブ下り
リンクＢＷＰに適用される場合、端末装置１は、ＲＩＶ１＿０とＮＤＬ_ＢＷＰ

ｉｎｉｔ

ｉａｌとＮＤＬ_ＢＷＰ
ａｃｔｉｖｅに基づいて、ＲＢＵＬ_ｓｔａｒｔとＬＵＬ_ＲＢｓ

を取得してもよい。
【０１４５】
　ＮＤＬ_ＢＷＰ

ｉｎｉｔｉａｌは所定の帯域Ｘのサイズである。ＮＤＬ_ＢＷＰ
ａｃｔｉ

ｖｅはアクティブ下りリンクＢＷＰのサイズである。
【０１４６】
　以下、ＰＤＣＣＨのスクランブリングについて説明をする。
【０１４７】
　ＰＤＣＣＨのスクランブリングのための用いられるスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ

（ｉ）は、ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔを用いて初期化されてもよい。ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔ

はｎＲＮＴＩとｎＩＤに少なくとも基づいて与えられてもよい。ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔ

は以下の数式（３）に基づいて与えられてもよい。
(数３)
　cPDCCH_init= ( nRNTI・216 + nID) mod 2

31

　上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、ＵＳＳにおける
ＰＤＣＣＨに対して、ｎＩＤは上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDによって与
えられてもよい。それ以外の場合（上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定
されていない場合、または、ＣＳＳに対して）、ｎＩＤは物理レイヤセルアイデンティテ
ィ（physical layer cell identity）によって与えられてもよい。
【０１４８】
　上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDは、ＣＯＲＥＳＥＴに対して設定されて
もよい。上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDは、サービンウセルに対して設定
されてもよい。上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDは、端末装置１に対して設
定されてもよい。
【０１４９】
　上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、ＵＳＳにおける
ＰＤＣＣＨに対して、ｎＲＮＴＩはＣ－ＲＮＴＩである。それ以外の場合（上位層のパラ
メータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されていない場合、または、ＣＳＳに対して）、
ｎＲＮＴＩは０である。本実施形態において、Ｃ－ＲＮＴＩは０とは異なる値である。従
って、本実施形態において、上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されて
いる場合、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）
は、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）と異な
る。本実施形態において、上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されてい
ない場合、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）
は、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）と同じ
である。
【０１５０】
　以下、ＰＤＣＣＨのためのＤＭＲＳの参照信号系列について説明をする。
【０１５１】
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　ＰＤＣＣＨのためのＤＭＲＳの参照信号系列は、疑似ランダム系列ｃＤＭＲＳ（ｉ）に
よって与えられる。疑似ランダム系列ｃＤＭＲＳ（ｉ）は、ｃＤＭＲＳ_ｉｎｉｔを用い
て初期化されてもよい。ｃＤＭＲＳ_ｉｎｉｔは、ＮＩＤまたは上記のｎＩＤに少なくと
も基づいて与えられてもよい。
【０１５２】
　上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、ＮＩＤは上位層
のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDによって与えられてもよい。それ以外の場合（上
位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されていない場合）、ＮＩＤは物理レ
イヤセルアイデンティティ（physical layer cell identity）によって与えられてもよい
。すなわち、本実施形態において、上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定
されていない場合、ｃＤＭＲＳ_ｉｎｉｔがＮＩＤとｎＩＤの何れに基づいて与えられる
かにかかわらず、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ

（ｉ）は、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対するスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）
と同じである。
【０１５３】
　上述したように端末装置１は、ＰＤＣＣＨがＣＳＳとＵＳＳの何れで受信したかに応じ
て処理を切り替えるが、条件Ｃを満たす場合に、端末装置１はＰＤＣＣＨがＣＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補の何れで送信されたかを正しく判定できないという
問題がある。
【０１５４】
　条件Ｃは、以下の条件Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４の一部または全部を少なくとも含む。
【０１５５】
　条件Ｃ１は、端末装置１が１つのＣＯＲＥＳＥＴにおける１つのＰＤＣＣＨモニタリン
グオケージョンにおいてＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０に応
じてＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設
定されていることであってもよい。条件Ｃ１は、端末装置１が１つのＣＯＲＥＳＥＴにお
いてＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０に応じてＣＳＳにおける
ＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定されていることで
あってもよい。条件Ｃ１は、端末装置１がＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット０
＿０／１＿０に応じてＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補を
モニタするよう設定されていることであってもよい。
【０１５６】
　条件Ｃ２は、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットが
、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントのセットと同じであるこ
とであってもよい。条件Ｃ２において、リソースエレメントのセットは、ＲＥＧのセット
、または、ＣＣＥのセットであってもよい。例えば、図７において、ＣＳＳ７００のＰＤ
ＣＣＨ候補７０１を構成するリソースエレメント／ＲＥＧ／ＣＣＥのセットは、ＵＳＳ７
１０のＰＤＣＣＨ候補７１２を構成するリソースエレメント／ＲＥＧ／ＣＣＥのセットと
同じである。
【０１５７】
　条件Ｃ３は、端末装置１に対して上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定
されていないことであってもよい。条件Ｃ３は、ＣＯＲＥＳＥＴに対して上位層のパラメ
ータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されていないことであってもよい。条件Ｃ３は、Ｃ
ＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＭＲＳが、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補が対応するＤＭＲ
Ｓと同じであり、且つ、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＰＤＣＣＨスクランブリング
系列が、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＰＤＣＣＨスクランブリング系列と同じであ
ることであってもよい。条件Ｃ５は、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＰＤＣＣＨスク
ランブリング系列が、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＰＤＣＣＨスクランブリング系
列と同じであることであってもよい。
【０１５８】
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　条件Ｃ４は、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット０＿０／１
＿０のサイズが、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット０＿０／
１＿０のサイズと同じであることであってもよい。条件Ｃ４において、ＣＳＳにおけるＰ
ＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット０＿０のフィールドのセットは、ＵＳＳにお
けるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット０＿０のフィールドのセットと同じで
もよいし、異なってもよい。条件Ｃ４において、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応す
るＤＣＩフォーマット１＿０のフィールドのセットは、ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に
対応するＤＣＩフォーマット１＿０のフィールドのセットと同じでもよいし、異なっても
よい。
【０１５９】
　条件Ｃ２、条件Ｃ３、および条件Ｃ４において、ＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補とＵＳ
ＳにおけるＰＤＣＣＨ候補は同じ１つのＣＯＲＥＳＥＴに対応していてもよい。ＤＣＩフ
ォーマット０＿０／１＿０は、（１）ＤＣＩフォーマット０＿０、（２）ＤＣＩフォーマ
ット１＿０、または、（３）ＤＣＩフォーマット０＿０およびＤＣＩフォーマット１＿０
を意味してもよい。
【０１６０】
　そこで、条件Ｃを満たす場合に、端末装置１は、条件ＣのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵ
ＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対して、以下の処理Ｄ１からＤ４の何れかを行ってもよい。すな
わち、端末装置１は、条件Ｃを満たすかどうかに基づいて、以下の処理Ｄ１からＤ８の何
れかを行うか否かを判定してもよい。
【０１６１】
　（処理Ｄ１）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補のうち、ＣＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨが送信
されるとみなす。ここで、端末装置１は、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォー
マット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０１６２】
　（処理Ｄ２）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補のうち、ＵＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨが送信
されるとみなす。ここで、端末装置１は、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォー
マット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【０１６３】
　（処理Ｄ３）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をと
もなうＰＤＣＣＨを検出したときに、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補ではなくＵＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨが送信または受
信されたとみなす。
【０１６４】
　（処理Ｄ４）ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をと
もなうＰＤＣＣＨを検出したときに、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補ではなくＣＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨが送信または受
信されたとみなす。
【０１６５】
　条件Ｃを満たさない場合、端末装置１は、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補のうち、何れのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をとも
なうＰＤＣＣＨが送信される可能性があるとみなす。条件Ｃを満たさない場合、端末装置
１は、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補の両方をモニタしてもよい。
【０１６６】
　そこで、条件Ｃを満たす場合に、基地局装置３は、条件ＣのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と
ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対して、以下の処理Ｅ１からＥ４の何れかを行ってもよい。す
なわち、基地局装置３は、条件Ｃを満たすかどうかに基づいて、以下の処理Ｅ１からＥ８
の何れかを行うか否かを判定してもよい。
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【０１６７】
　（処理Ｅ１）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補のうち、ＣＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨを送信
する。
【０１６８】
　（処理Ｅ２）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補のうち、ＵＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨを送信
する。
【０１６９】
　（処理Ｅ３）ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をと
もなうＰＤＣＣＨを送信するときに、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補ではなくＵＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨを送信するとみ
なす。
【０１７０】
　（処理Ｅ４）ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をと
もなうＰＤＣＣＨを送信するときに、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補ではなくＣＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補においてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨを送信するとみ
なす。
【０１７１】
　条件Ｃを満たさない場合、基地局装置３は、ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳのＰＤＣ
ＣＨ候補の何れかにおいてＤＣＩフォーマット０＿０／１＿０をともなうＰＤＣＣＨを送
信してもよい。
【０１７２】
　これにより、条件Ｃを満たす場合に、端末装置１は、条件ＣのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補
とＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補の何れでＰＤＣＣＨが送信されたかを正しく判定することがで
きる。
【０１７３】
　ＳＩ－ＲＮＴＩ（System Information-Radio Network Temporary Identifier）はＳＩ
（System Information）を報知するために用いられる。すなわち、ＳＩ－ＲＮＴＩはＳＩ
Ｂ（System Information Block）をスケジューリングするために用いられる。端末装置１
は、ＳＩＢ１をスケジューリングするために用いられるＳＩ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩ
フォーマット１＿０をタイプ０ＣＳＳにおいてモニタしてもよい。端末装置１は、ＳＩＢ
１以外のＳＩＢをスケジューリングするために用いられるＳＩ－ＲＮＴＩをともなうＤＣ
Ｉフォーマット１＿０をタイプ０ａＣＳＳにおいてモニタしてもよい。
【０１７４】
　ＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Access-Radio Network Temporary Identifier）は、ランダム
アクセス応答のために用いられる。端末装置１は、ＲＡ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォ
ーマット１＿０をタイプ１ＣＳＳにおいてモニタしてもよい。
【０１７５】
　第１のタイプのＣＳＳは、タイプ０ＣＳＳ、タイプ０ａＣＳＳ、および／または、タイ
プ１ＣＳＳを少なくとも含んでもよい。第２のタイプのＣＳＳは、タイプ０ＣＳＳ、タイ
プ０ａＣＳＳ、および／または、タイプ１ＣＳＳを少なくとも含んでもよい。タイプ０Ｃ
ＳＳ、タイプ０ａＣＳＳ、および、タイプ１ＣＳＳのそれぞれは、第１のタイプのＣＳＳ
と第２のタイプのＣＳＳの何れか一方に属する。例えば、第１のタイプのＣＳＳはタイプ
０ＣＳＳを含んでもよく、且つ、第２のタイプのＣＳＳはタイプ０ａＣＳＳとタイプ１Ｃ
ＳＳを含んでもよい。
【０１７６】
　第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０に対して
、所定の帯域Ｘは上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴであってもよい。すなわち、第１のタイプ
のＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequency domain r
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esource assignment’フィールドのビット数は、上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴから導き出
されてもよい。ここで、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォー
マット１＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドにセットされるＲ
ＩＶの計算のために、ＮＤＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅは上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴにセットさ
れてもよい。すなわち、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォー
マット１＿０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドにセットされるＲ
ＩＶは、上記の所定のＣＯＲＥＳＥＴから導き出されてもよい。
【０１７７】
　第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０に対して
、所定の帯域Ｘは初期下りリンクＢＷＰであってもよい。すなわち、第２のタイプのＣＳ
ＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０の‘Frequency domain resourc
e assignment’フィールドのビット数は、初期下りリンクＢＷＰから導き出されてもよい
。。ここで、第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿
０の‘Frequency domain resource assignment’フィールドにセットされるＲＩＶの計算
のために、ＮＤＬ_ＢＷＰ

ｓｉｚｅは初期下りリンクＢＷＰにセットされてもよい。すな
わち、第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０の‘
Frequency domain resource assignment’フィールドにセットされるＲＩＶは、初期下り
リンクＢＷＰから導き出されてもよい。
【０１７８】
　上述したように端末装置１は、ＰＤＣＣＨが何れのタイプのＣＳＳで受信されたかに応
じて処理を切り替えるが、条件Ｆを満たす場合に、端末装置１はＰＤＣＣＨが何れのタイ
プのＰＤＣＣＨ候補で送信されたかを正しく判定できないという問題がある。
【０１７９】
　条件Ｆは、以下の条件Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３、Ｆ４の一部または全部を少なくとも含む。
【０１８０】
　条件Ｆ１は、端末装置１が１つのＣＯＲＥＳＥＴにおける１つのＰＤＣＣＨモニタリン
グオケージョンにおいてＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０に応じて第１
のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候
補をモニタするよう設定されていることであってもよい。条件Ｆ１は、端末装置１が１つ
のＣＯＲＥＳＥＴにおいてＣ－ＲＮＴＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０に応じて第
１のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプにおけるＰＤＣＣＨ候補をモ
ニタするよう設定されていることであってもよい。条件Ｆ１は、端末装置１がＣ－ＲＮＴ
ＩをともなうＤＣＩフォーマット１＿０に応じて第１のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣ
Ｈ候補と第２のタイプにおけるＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定されていることであ
ってもよい。条件Ｆ１におけるＣ－ＲＮＴＩは、Ｃ－ＲＮＴＩ以外のＲＮＴＩ（例えば、
ＳＩ－ＲＮＴＩまたはＲＡ－ＲＮＴＩ）であってもよい。
【０１８１】
　条件Ｆ２は、第１のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメ
ントのセットが、第２のタイプにおけるＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエレメントの
セットと同じであることであってもよい。条件Ｆ２において、リソースエレメントのセッ
トは、ＲＥＧのセット、または、ＣＣＥのセットであってもよい。
【０１８２】
　条件Ｆ３は、第１のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマ
ット１＿０のサイズが、第２のタイプにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマ
ット１＿０のサイズと同じであることであってもよい。条件Ｆ３において、第１のタイプ
のＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１＿０のフィールドのセ
ットは、第２のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補に対応するＤＣＩフォーマット１
＿０のフィールドのセットと同じでもよいし、異なってもよい。
【０１８３】
　条件Ｆ２、および、条件Ｆ３において、第１のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補
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と第２のタイプのＣＳＳにおけるＰＤＣＣＨ候補は同じ１つのＣＯＲＥＳＥＴに対応して
いてもよい。
【０１８４】
　条件Ｆにおいて、上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されているかど
うかは関係ない。すなわち、条件Ｆにおいて、ＣＯＲＥＳＥＴに対して上位層のパラメー
タPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されているかどうかは関係ない。すなわち、端末装置
１は、条件Ｆを満たすかどうかを判定する際に、上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambl
ing-IDが設定されているかどうかを判定しなくてもよい。
【０１８５】
　そこで、条件Ｆを満たす場合に、端末装置１は、条件Ｆの第１のタイプのＣＳＳのＰＤ
ＣＣＨ候補と第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対して、以下の処理Ｇ１からＧ４
の何れかを行ってもよい。すなわち、端末装置１は、条件Ｆを満たすかどうかに基づいて
、以下の処理Ｇ１からＧ８の何れかを行うか否かを判定してもよい。
【０１８６】
　（処理Ｇ１）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補
のうち、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット１＿０
をともなうＰＤＣＣＨが送信されるとみなす。ここで、端末装置１は、第２のＣＳＳのＰ
ＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともなうＰＤＣＣＨをモニタしなくて
もよい。
【０１８７】
　（処理Ｇ２）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプＣＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補のうち、第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット１＿０を
ともなうＰＤＣＣＨが送信されるとみなす。ここで、端末装置１は、第１のタイプのＣＳ
ＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともなうＰＤＣＣＨをモニタし
なくてもよい。
【０１８８】
　（処理Ｇ３）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿
０をともなうＰＤＣＣＨを検出したときに、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補では
なく第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともなうＰＤＣ
ＣＨが送信または受信されたとみなす。
【０１８９】
　（処理Ｇ４）第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿
０をともなうＰＤＣＣＨを検出したときに、第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補では
なく第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともな
うＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす。
【０１９０】
　条件Ｆを満たさない場合、端末装置１は、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第
２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補のうち、何れのＰＤＣＣＨ候補においてもＤＣＩフ
ォーマット１＿０をともなうＰＤＣＣＨが送信される可能性があるとみなす。条件Ｆを満
たさない場合、端末装置１は、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプの
ＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補の両方をモニタしてもよい。
【０１９１】
　そこで、条件Ｆを満たす場合に、基地局装置３は、条件Ｆの第１のタイプのＣＳＳのＰ
ＤＣＣＨ候補と第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補に対して、以下の処理Ｈ１からＨ
４の何れかを行ってもよい。すなわち、基地局装置３は、条件Ｆを満たすかどうかに基づ
いて、以下の処理Ｈ１からＨ８の何れかを行うか否かを判定してもよい。
【０１９２】
　（処理Ｈ１）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補
のうち、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット１＿０
をともなうＰＤＣＣＨを送信する。
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【０１９３】
　（処理Ｈ２）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプＣＳＳのＰＤＣＣ
Ｈ候補のうち、第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補のみにおいてＤＣＩフォーマット１＿０を
ともなうＰＤＣＣＨを送信する。
【０１９４】
　（処理Ｈ３）第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿
０をともなうＰＤＣＣＨを送信するときに、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補では
なく第２のタイプのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともなうＰＤＣ
ＣＨを送信するとみなす。
【０１９５】
　（処理Ｈ４）第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿
０をともなうＰＤＣＣＨを送信するときに、第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補では
なく第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補においてＤＣＩフォーマット１＿０をともな
うＰＤＣＣＨを送信するとみなす。
【０１９６】
　条件Ｆを満たさない場合、基地局装置３は、第１のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補と
第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補の何れかにおいてＤＣＩフォーマット１＿０をと
もなうＰＤＣＣＨを送信してもよい。
【０１９７】
　これにより、条件Ｆを満たす場合に、端末装置１は、条件Ｆの第１のタイプのＣＳＳの
ＰＤＣＣＨ候補と第２のタイプのＣＳＳのＰＤＣＣＨ候補の何れでＰＤＣＣＨが送信され
たかを正しく判定することができる。
【０１９８】
　条件ＣのＣＳＳは、第１のタイプのＣＳＳ、および／または、第２のタイプのＣＳＳで
あってもよい。条件Ｃと条件Ｆの両方が満たされる場合、端末装置１は、処理Ｄ１または
処理Ｄ３を行った後に、処理Ｇ１から処理Ｇ４の何れかを行ってもよい。
【０１９９】
　以下、本実施形態における、端末装置１および基地局装置３の種々の態様について説明
する。
【０２００】
　（１）本実施形態の第１の態様は、端末装置１であって、少なくとも１つのプロセッサ
と前記少なくとも１つのプロセッサと連結されるメモリを備え、前記プロセッサは、ＤＣ
ＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを受信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequency 
domain resource assignment’フィールドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨを
受信し、前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくとも
基づいて与えられ、前記プロセッサは、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記Ｄ
ＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにおける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２の
ＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を構
成するリソースエレメントのセットが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソースエ
レメントのセットと同じであり、（３）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが
設定されておらず、（４）前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマット
のサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと同
じである場合に、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記第
１のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送
信されるとみなす、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のう
ち、前記第２のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤ
ＣＣＨが送信されるとみなす、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフ
ォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを受信したときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補にお
いて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす
、または、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記Ｐ
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ＤＣＣＨを受信したときに、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマット
をともなう前記ＰＤＣＣＨが送信または受信されたとみなす。
【０２０１】
　（２）本実施形態の第２の態様は、基地局装置３であって、少なくとも１つのプロセッ
サと前記少なくとも１つのプロセッサと連結されるメモリを備え、前記プロセッサは、Ｄ
ＣＩフォーマットをともなうＰＤＣＣＨを送信し、前記ＤＣＩフォーマットの‘Frequenc
y domain resource assignment’フィールドにセットされるＲＩＶに対応するＰＤＳＣＨ
を送信し、前記ＲＩＶは、前記ＰＤＣＣＨを検出したサーチスペースのタイプに少なくと
も基づいて与えられ、前記プロセッサは、（１）端末装置がＣ－ＲＮＴＩをともなう前記
ＤＣＩフォーマットに応じてＣＳＳにおける第１のＰＤＣＣＨ候補とＵＳＳにおける第２
のＰＤＣＣＨ候補をモニタするよう設定されており、（２）前記第１のＰＤＣＣＨ候補を
構成するリソースエレメントのセットが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補を構成するリソース
エレメントのセットと同じであり、（３）上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-ID
が設定されておらず、（４）前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマッ
トのサイズが、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応する前記ＤＣＩフォーマットのサイズと
同じである場合に、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記
第１のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを
送信する、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補と前記第２のＰＤＣＣＨ候補のうち、前記
第２のＰＤＣＣＨ候補のみにおいて前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを
送信する、または、前記第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともな
う前記ＰＤＣＣＨを送信するときに、前記第２のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォ
ーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するとみなす、または、前記第２のＰＤＣＣＨ
候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信するときに、前記
第１のＰＤＣＣＨ候補において前記ＤＣＩフォーマットをともなう前記ＰＤＣＣＨを送信
するとみなす。
【０２０２】
　（３）本実施形態の第１および第２の態様において、前記第１のＰＤＣＣＨ候補が対応
するＣＯＲＥＳＥＴは、前記第２のＰＤＣＣＨ候補が対応するＣＯＲＥＳＥＴと同じであ
る。
【０２０３】
　（４）本実施形態の第１および第２の態様において、前記第１のＰＤＣＣＨ候補に対応
する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットは、前記第２のＰＤＣＣＨ候補に対応
する前記ＤＣＩフォーマットのフィールドのセットと同じである。
【０２０４】
　（５）本実施形態の第１および第２の態様において、前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣ
Ｉフォーマット０＿０、および／または、ＤＣＩフォーマット１＿０である。
【０２０５】
　（６）本実施形態の第１および第２の態様において、前記ＰＤＣＣＨのスクランブリン
グのための用いられるスクランブリング系列ｃＰＤＣＣＨ（ｉ）は、ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎ

ｉｔを用いて初期化され、前記ｃＰＤＣＣＨ_ｉｎｉｔはｎＲＮＴＩに少なくとも基づい
て与えられ、前記上位層のパラメータPDCCH-DMRS-Scrambling-IDが設定されている場合、
前記ＵＳＳにおけるＰＤＣＣＨに対して、前記ｎＲＮＴＩはＣ－ＲＮＴＩであり、それ以
外の場合、前記ｎＲＮＴＩは０であり、前記Ｃ－ＲＮＴＩは０とは異なる値である。
【０２０６】
　これにより、端末装置１と基地局装置３は効率的に通信をすることができる。
【０２０７】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
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に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０２０８】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０２０９】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０２１０】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２１１】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０２１２】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０２１３】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０２１４】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０２１５】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
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まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０２１６】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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